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高真空整流管の許容動作条件

図表による最大定格の表現につし､て

PermissibleOperatingConditionsofHighVacuum Rectifier Tube

中 田 九 州 男*
Kusuo Nakada

内 容 梗 概
高真空整流管の最大定格を図表によって表現する方法について考察した｡整流回路の設計にあたって,

真空管の動作条件をその最大定格の範関内に保たせることを容易にするために,それぞれ

(1)交流入力電圧一由流欄ノブ電流

(2)整流能率一府流出力電流

(3)交流入力電圧1一陽梅垣列抵抗

の相互関係によって許袴動作範囲を示す三つの図表を用いることができる｡ここでほこれらの図表と高

真空整流管の最大定格との関係を説明し･図表を作成する方法について述べた｡

〔Ⅰ〕緒 R

高真空整流管を用いた整流川路の解析ほ一般にかなり

複雑であり･ある阿路について柑いられている真空管の

尖頭陽極電流や陽極損失などの倍を正確に計算すること

はきわめて困難である｡一方,その構造が簡単であるに

もかかわらず,高其空整流管は比較的高電圧かつ大電力

で動作するために使用法が適切でないと異常現象が起り

やすい｡異常現象としてはプレート,カソード問のスパ

ーク,プレートからの電子放恥 ステムの電解などが知

られているが,どの現象も最後にほカソードの射ヒない

しほ破壊を引き起し,真空管の動作を不能にするもので

ある｡これらの異常現象の原因の中にほ究明しつくされ

ていないものもあるが,いずれにしても陽極電流,陽極

逆電圧･陽穐損失などの動作時の値がその真空符のもつ

質的な限度をこえた場f=こ起ることは破かである｡

Lたがって高真空盤灘常に多い短寿命を防止するため

に･これらの動作時の値を与えられた放大定格の範

に保って使川することは必要な最低の条件である｡Lか

も異常現象が起るのは雇用‡動作状態で 負荷が祝くこと

によってだけでなく,電源電圧を印加Lた壇:後の過渡状

態で加えられる苛酷な条件によると推定されることも少

なくない｡このような過渡状態の故人定楕砿ついては,

真空管の製造者側でもその使用者側でも比較的軽視され

てきた傾向がある｡

図表による故大定格の表現は,過渡および定常状態に

おける高真空整流管の陽極電流,陽極逆電圧,陽極損失

などの偵を最大定楕の範囲内に保たせることを容易にす

るために･交流入力電址,直流H力電流,盤流能率およ

び陽極正列祇抗の相互関係によって.汀容動作範囲を示す

ものである｡したがってこのような図 は真空骨自体の

特惟と最大定格値とがきまっていればそれらの値から理
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論的に導くことによって作成できるものである｡この程

の図表ほ米国ではいろいろな品種に用いられているが,

図表の作り方･したがってそれらの図表の内容はかなら

ずしも一定ではないらしい｡

高真空整流管の動作特性,ことにコンデンサインプッ

=可路におけるそれについてほ,0｣1Schade氏が発

Lた図表(1)があり,ひろく用いられている｡この

告でも特別な場合をのぞいては特に計算を行う代りに

Schadeの図 を利用することにした｡

〔ⅠⅠ〕整流回路の一般的特性

はじ捌こ高真窄整流管を用いた整流何路の一般的特性

を述べ･真空管の動作が回路によってどのように 化す

るかを検討する｡もつとも多く使用されるのほ単相の

半扱および全波 流回路で,フィルタ回路の種

てそれぞれチョークインプッ川~l路とコンデンサインフ

ツ川l路とがある｡策1図はそれぞれ･甲純化した半波

のチョークインプット回路(α〕およぴコンデンサイン

ブッ=棚路(あ)を わしている｡このような何路にお

ける各部分の電圧および電流の波形の変化を第2図に示

Lた〇弟2図の電圧被形で縦線を引いてある部分ほ管内

電圧降~下に和当し,下に示した陽極電流の波形に対応し

ているロ第2図(α),(∂)および(c)ほ,第l図(α)

の回路においてそれぞれフィルタチョークのインダクタ

ンスが無限大,有限および0の場合である〔(c).ほまた

(∂)チョークインプソトの甥合 刷コンデンワインブリトの場合

第1同 単相半枚整流回路
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C=β

(♂)C 有限 ほ)C=(:や

第2図 単相半汲整流回路における電圧電流の波形

弟l図(わ)においてフィルタコンデンサの容量が0で

ある場合にも相当する｡第2図(d)およぴ(β)は,

舞1図(あ)の回路でフィルタコンデンサの容量がそれ

ぞれ有限および無限大の場合を示している｡これらの波

形図では,交流入力電圧および直流出力電流を一定に措

いてあるから,真空管の尖頭陽極電流や陽極損失が回路

定数によってどのように変化するかを知ることができ

る｡すなわち,直流出力電流を一定とした場合に

(1)尖頭陽極電流ほ第2図で(α)から(g)まで

次第に大きくなっている｡すなわち,チョークインプッ

ト回路でほインダクタソス0の場合に最大となり,コン

デンサインプット回路でほ容量無限大の場合に蔵大とな

る｡

(2)陽極損失は同様にチョークインプッ†同路では

インダクタソス0の場合に,またコンデンサインプット

回路では容量無限大の場合に最大となる｡

(3)尖頭陽極逆電圧は,チョークインプット国路で

は半波整流の場合には常にほぼ等しく,全波整流の場合

にはインダクタンス無限大の場合に最大となる｡コンデ

ンサインプット回路では,どの場合にも容量無限大の場

合に最大となる｡

これらのほかに,コンデンサインプット回路では陽極

直列抵抗の影響を考 しなければならない｡電源トラン

スの直流抵抗および陽極回路に直列に挿入した抵抗があ

る場合,尖頭陽極電流および陽極損失は同じ直流出力電

流値に対して減少する｡すなわち陽極直列抵抗が0の場

合にこれらの値は最大となる｡

このような一般的特性の数式的な証明はここでは省略

するが,Schade氏の解析によってもあきらかにされて

いる｡整流回路のこれらの性質から,回路条件の限糾直

をきめるためにはそれぞれの場合に特定の条件を仮定し

て計算を簡単にすることができる｡たとえば,コンデン

サインプット回路の尖頭陽極電流を最大定格値以下に保

っための直流出力電流の限界値をきめる計算では･フィ

ルタコンデンサの容量を無限大と仮定して行えば,有限

の容量をもつコンデンサの場合には同じ直流出力電流の

値に対してほ常にこれよりも尖頭陽極

電流は小さくなるから,限界値をきめ

るという意味でほこのような仮定をす

ることが妥当であるといえる｡

〔ⅠⅠⅠ〕最大定格とそれらの

相互関係

高真空整流管において真空管自体に

直接与えられる限界値として

(1)陽極損失

(2)尖頭陽極耐過電圧

交流入力電圧

尖頭陽極電流

直流H力電流

が考えられる｡これらほ真空管内部の物理的な制限によ

ってきまるが,それぞれの限界値の問には次に述べるよ

うに互いに関 性がある｡

陽極損失ほ,電流値とそれに対応する管内電圧降下と

からきまるので,直流出力電流の最大定格を規定するこ

とによって一般には陽極損失の最大定格は規定しない習

慣になっている｡このことは,直流出力電流の最大定格

値がカソードの電子放射能力だ桝′こよって制限されるの

ではなく,陽極偲失の点からも制限されることを意味す

る｡直流出力電流と陽極損失との関係は陽極電流の波形

によって異なるから,コンデンサインプット回路で陽極

損失を一定に保つための直流出力電流の最大定格は,与

えられる交流入力電圧の値に対して異なってしかるべき

である｡

尖頭陽極過電圧ほ,負荷状態および無負荷状態におけ

る絶縁破壊やイオン衝撃などによるカソード表面の破壊

によって制限される｡また,しばしば短寿命の原因とな

るステム電解などのように温度上昇と関 して尖頭陽極

逆電圧によっておこる異常現象がある｡後者の場合のよ

うに,真空管の温度上昇の影響が大きい場合には,交流

入力電圧の高い範囲に対して陽極個失が小さくなるよう

に直流出力電流の限界を規定して,実質的に尖頭陽極通

電旺の最大定格を~Fげることが望ましい｡

尖頭陽極電流の最大定格値はカソードの電子放射能力

によってきめられる｡過大な尖頭陽極電流が引き出され

るような回路でしばしばスパーク現象が起ってカソード

が敬壊される｡コンデンサインプット回路では,直流出

力電流が陽極損失からばかりでなく当然尖頭陽極電流か

らも制限されるが,この場合には直流州力電圧と交流入

圧の尖頭値との比(これを電圧整流能率あるいは単

に整流能率という)に対して直流出力電流の値を規定す

る方がよい｡整流能

電流との比が

によって尖頭陽極電流と直流出力

るからである｡
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整流簾率(讃架譜誌う
第4国 日立2K12許容動作範囲

(コンデンサインプットの場合)

コンデンサインプッH回路では,入力電圧が印加され

た瞬間にフィルタコンデンサを充 するサージ電流が流

れ,このサージ電流の値は定常状態の尖頭陽極

もはるかに大きくなり得る｡したがって過渡尖頭陽極電

流としてこのサージ 流に対する最大定格が与えられな

ければならない｡また与えられた交流入力電圧に対して,

極陽頭尖渡過のこ 流を最大定格値以下におさえるため

には,陽極回路に直列に入る抵抗の最小値を規定すれば

よい｡

このように高真空整流管のそれぞれの最大定格は互い

に関 をもっているから,たとえば最大交流入力

Ⅴ,最大直流出力

圧何

流何mAというようにそれぞれ一つ

ずつの最大定格値を示すことは適当でない｡また,はじ

めに書いたように 流回路の解析ほ複雑であるから,直

按測定することが困難な尖頭陽極電流などの定格値は,

かなりの余裕を見越さなくては簡単に適用できない｡こ
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第5図 目立2K12最小陽極直列抵抗

(コンデンサインプットの場合)

のような最大定格間の相互関係を合理的に表現し回路設

計における厄介な計算を省くた捌こ,図表によって許容

動作範囲を表わす方法が考えられたわけである｡

〔ⅠⅤ〕図表による最大定格の表現

第3,4囲および弟5図は,高真空全披整流管日立

2K12の許容動作範囲を わした図 である｡これらの

図表の意味および使用方法は次のとおりである｡

弟3図ほ,陽極損失と尖頭陽極過電圧とを最大許容値

以下に保つために,交流入力 圧と直流出力電流との関

係で許容動作範囲を示したものである｡許容範囲はフィ

ルタ回路の種類によって区別されており,OFBCGでか

るれまこ ツプンイク
∵

ヨチが囲 ト回路で使用する場

またOFAEDGでかこまれる範囲がコンデンサイン

プッ†回路で位相する場合に相当する｡交流入力電圧お

よび直流出力電流はどちらも一陽極あたりの値を示して

あるので,全波整流回路で用いる場合には交流入力 圧

ほ電源トランスの二次側巻線で中性点と一端との間の電

圧に相当し,また回路の直流出力電流はこの図表によつ

て与えられる値の2倍まで許容されることになる｡

弟4図ほコンデンサイップッ目刺路の場合に整流能率

と直流出力 流との関係で許容動作範囲を示したもの

で,定常状態の尖頭陽極偏流を最大定格値以下に保つた

めのものである｡整流能率は次のように定義される｡

ただし り 整流能率

亘:直流出力 圧

l言｣;交流入力電圧(一陽極あたり,実効値)
(1)式によって直流出力電圧と交流入力 圧とから整

流能率を求め,これと直流出力電流とからきまる点が

第4図の斜線の範囲内に入れば,定常状態の尖頭陽極電
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流は最大定格値以下に保たれる｡

弟5図ほ陽極直列抵抗の最小値を交流入力電圧に対し

て規定したもので,コンデンサインプッ†回路の場合に

だけ適用され,過渡尖頭陽梅電流を最大定格値以下にお

さえるためのものである｡陽極直列抵抗ほ 源†ランス

の一次側および二次側の抵抗を含めて次の式で表わされ

る｡

点ざ=凡糟+Ⅳ2jipr£Ⅶ十月α…………………(2)

ただし 屈g

八一ご÷､･

凡.････ド:

総陽極直列抵抗

トランスの二次側直流抵抗

トランスの一次側直流抵抗

陽極回路に挿入された直列抵抗

トランスの巻線比

この陽極直列抵抗は一陽極あたりの値であるから,全波

整流の場合にほ凡柳 はトランスの二次側巻線の中性点

と一端との問の直流抵抗であり,凡1ほ各陽極ごとに挿

入されるべき抵抗である｡この式からわかるように,†

ランスの抵抗が十分大きくて,与えられた交流入力電圧

に対して第5図の最小陽極直列抵抗の値と しいかそれ

以上である場合には,特に陽廠凹路にほかの抵抗を挿入

する必要がない｡またトランスの漏洩インダクタソスも,

過渡電流をおさえる作川をもつから,この効果を含めて

考えてもよい｡しかし,これら全部を含めて第5図の最

小陽極直列抵抗値にたりない場合には陽極回路に直列に

ほかの抵抗を挿入する必要がある｡

〔Ⅴ〕図表の作り方

前節に述べた三つの図表ほ,次のように真窄管の特性

と最大定格値とから理論的に導くことができる｡途l叫こ

引用してあるSchade氏の図表の番号ほ文献(1)にある番

号である｡

(り 交流入力電圧一直流出力電流図表

舞3図に実例を示したこの図表の構造ほ第る図のよう

になっている｡この図表でコンデンサインプットの場介

の一つの角になっているE点が図

る点である｡この点ほ真窄管の代

を作る.とき基準にな

的な動作を示すもの

で,新しい真空管を設計する場合兎･らば設計の目標とな

るべき交流入力電圧と直流出力電流の値を示すものと考

えてよい｡

A点ほ,コンデンサインプットの場創･こ直流欄力電流

の最大値が得られる点で,負荷抵抗0の場合に和当する｡

このときに陽極直列抵抗を0とすると,入力電圧がその

まま管内電圧降下になるから,電圧と電流との関係ほ舞

7図のようになる｡さきに述べたように,この図 でほ

陽極損失を一定値以下に保つことを目的としているか

ら,このA点における陽極損失がg点に劇ける値と同じ

になるような直流Jli力電流値およびそれに対応する交流

督
間
尺
丑
贋
倒

第39巻 第3号

女流入れ電圧

第6国 交流入力電圧一直流出力電流図表の構造

第7図 第6図A点における電圧電流の波形

入力ノ 圧値を求めるとよい｡陽極損

りに陽極

を直接計 する代

流の実効値を用いると使利なので,陽極電流

の実効値と平均値との比をScbade氏の図表Fig･6か

ら求めると,E点でほ与えられた条件からきまる値,A

点では1.584が得られるから,A点の直流出力 流の値

は両点における陽極電流の実効値を等しくなるようにす

ると決定される｡この場合弟7図において交流入力

が正弦波で変化し,陽極

圧

流はその3/2粟に比例して変

化するとして計算すると,A点における陽極電流の実効

値と平均値との比として1･634が求められる(附録Ⅰ)｡

負荷抵抗0の場合にほ陽極電流は真空管の特性だけでき

まるからこの■方がSehade氏による1.584 よりも適切

で.またA点の電流値が低くでるので歳大定格値として

この方がより安全である｡



高 真 空 整 流 管 の 許 容 動 作 条 件 361

A点における交流入力

ける解析から

1.99了=g■;眉｣蔓

圧の実効値ほ上記の条件にお

ただし r:直流出力電流

聞:交流入力電圧(実効値)

且:二極管のバービアンス

によって求められる(附銀ⅠⅠ)｡真空管の陽極特性から

1･997に相当する陽極電流値に対応する陽極電圧値を

めるとそのまま交流入力電圧の実効値になる｡

このA点ほチョークインプット回路の場合にも共通す

る限界点で,これよりも交流入力電圧の低い範囲(葬る

図のⅠ)ではこれ以上の直流出力電流は流れ待ない｡し

たがって横軸と平行にダA線が引かれ,∫の範囲がきま

る｡

葬る図のⅠⅠの範岡では,まずA点とg点とを結んで

AE練をコンデンサインプットの場合の限界線とする｡

にほこの間の限界線ほやや上に凸な曲線になる筈で

あるが,簡単にするために直線で陪ぷ｡場合によっては

Agの途中に第2の基準点を設けてA一旦′一旦を結んで

もよい｡また且点の交流入力 圧に相当するβ点まで

ダAを延長してチョークインプットの場合の限界願とす

る｡チョークインプットの場合,フィルタチョークのイ

ンダクタンスを0とすれば,電流波形が一定で流通角は

常に汀であるから,陽極電流の実効値と平均値との比

ほ変化しない｡したがって,陽極損失一定ということは

直流山力電流一定ということになる｡

葬る図のⅠⅠⅠの範囲は交流入力電圧が基準点動こおけ

る値よりも高くなる部分で,さきに ように尖頭陽

樋耐逆電圧とのかね合いで陽極損失を低くしなければな

らない｡実際には計算を適用できないので次のようにし

てC点およびβ点をきめると,定性的にこの要求が満足

される｡

C上)C線ほ全範囲に対する最大交流入力 圧の限界線

であり･弟2図からわかるように尖頭陽極逆電圧が交流

入力電圧の尖頭値の2倍以上にはなり得ないことから

f眉J=
l､ト

2膏 …‥(4)

によって求められる｡gj)ズほ尖頭陽極耐逆電圧の最大定

格値である｡

C点ほ妓大変流入力電凪こおけるチョークインプット

の場合の最大直流出力電流の値を示し,便宜上基準点β

における出力電流と同じ値を与える｡この場合C点にお

ける陽極損失ほ最大の場合でも月点における値の70～

80%となる｡上)点ほコンデンサインプットの場合の同様

な点で,C点と同じ値の陽極損失になるように 流出力

電流の値をきめることができる｡まずC点でインプット

チョークのインダクタンスを0とすると,弟2図(C)の

場合に相当する｡この場合は負荷抵抗が真空管の等価抵

抗に比べて十分大きいから,電流波形が交流入力電圧に

したがって正弦波であると仮定して陽極電流の 効値と

平均値との比を計算すると1.5ア1となる(附銀ⅠⅠⅠ)｡.β

点に対してほフィルタコンデンサの容量を無限大とし,

陽極直列抵抗としてこの点の交流入力電圧に対して第5

図のような から与えられる最小値を与えて,

流の実効値と平均値との比をSchade氏の図

陽極電

Fig.6か

ら求める｡陽極電流の実効値がC点における値と

照
腱
ト
〓
竺
頸
側

/､､

整流耗率

第8図 整流能率一直流出力電流図表の構造

第9図 コソデソサインプット回路の電圧,電流

の波形(C=∞,点g=0の場合)
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なるように平均値をきめると♪点における直流出力電流

の値が決定する｡このとき負荷抵抗値は出力電流によつ

てきまるので,これらの一つを仮定して逐次近似させて

いく必要がある｡

(2)整流能率一直流出力電流図表

弟4図の整流能率と直流出力電流とで表わした許容範

囲の限界線は第8図に示すように二つの線の組合せから

なっている｡第8図でC-β-β′線はコンデンサインプッ

ト回路で定常状態の尖頭陽極電流が最大定格値になる場

合に整流能 からきまる直流出力電流の値を示してい

る｡しかし前項で たように直流出力電流は陽極損失

の面からも制限され,この値ほ第d図のA点の値になる

から舞8図の A一風｣)繰が与えられる｡したがって両

方を含めた許容動作範囲はA一月-C線によって限定さ

れることになる｡

陽極直列抵抗を0とし,フィルタコンデンサの容量を

無限大とすると,コンデンサインプット回路の電圧,電

流の波形は第9図のようになる(弟2図(β)に相当)｡前

と同様に交流入力 圧が正弦波で陽塩電流がその3/2粟

に比例するとすれば,弟9固から

アニ0.185∫cos~1ヮ…‥‥

ただし ∫

ワ

尖頭陽庵電流

整流能率((2)式による)

が得られ(附録ⅠⅤ),尖頭陽極電流の最大定格値が与え

られると,整流能率をこ対して直流出力電流が計算される｡

この値から第8図のC一β-β/線が描かれるっ

(3)交流入力電圧一陽極直列抵抗図表

コンデンサインプッ†の場合にカソードが点火されて

いる状態で入力電圧が加えられると,フィルタコンデン

サを充電するサージ電流が流れる｡これは負荷抵抗が短

絡された場合に相当するので,回路にインダクタンスが

ないとすればサージ電流の値は陽極直列抵抗と真空管の

内部抵抗によってきまる｡このサージ電流を交流入力電

圧に対して一定の値におさえるためには,陽極直列抵抗

として次の値が必要である｡

〟ご
E∴一旦ゴ

ただし 月g:陽極直列抵抗

f｡:過渡尖頭陽塩電流

昂‡:∫dに相当する管内電圧降下

したがって過渡尖頭陽極電流の最大定格値が与えられる

と真空管の陽櫨特性からこれに相当する管内電圧降下が

わかり,(6)式によって交流入力電圧に対応する最小陽

極直列抵抗の値を計算することができ,弟5図のような

図表が作られる｡

三A

百聞

川

棚
…
刷

抑

悌

さ
貞
一
梶
㌫
竺
撃
瞥

第39巻 第3

-
●
-

/

臼ⅠⅠ2甘護 /

か
lll /

/

/■

/

誉
十

u讐

∴)
､:J .･ソ

∴ 1ミJ

陽ネ壷電圧(/)

第10図 日立2K12平均陽極特性

〔ⅤⅠ〕2K12における計算例

高真空全波整流管目立2K12について,前項の方法で

図表による最大定格の表現を試みた例を述べる｡

2K12の平均陽極特性は第10図に示すとおりである｡

また最大定格値ほ次のようになっている｡

尖頭陽極耐逆電圧‥‖………‥‖.…………2,800V最大

過渡尖頭陽極電流…………………………5･45A最大

定常尖東陽極電流.… 1.2A最大

これらの数値からまず次の条件の全波整流回路で長期間

にわたる寿命試験を行って最大定格値の妥当性を確め

た｡この条件は第る図の且点に相当し,かつ過渡および

定常尖頭陽極電流は最大定格値と等しくなっている｡

交流入力電圧

陽極直列抵抗

フィルタコンデンサ

負荷抵抗

直流出力電流

直流出力電圧

周波数

動=700V
月g=100n

C =4JJF

忍五=2,000n

2了=350nA

E~ =700V

′ =50′､

の動作条件および最大定格値から,前項の方

法で弟d図の各点を求めると次のようになる｡

点且 g-=700V
了=350/2=175mA

†ZjI7=2.01(Schade氏の図表Fig･6による)

A点:了=175×芸=215皿A
l.99了=1.99×215=428mA

【爵=飢Ⅴ(弟10図による)

β点:jE:=700V(居点に同じ)

斎=215mA(A点に同じ)

C点:

点〃

亘】=
2,800

2ノラ
=1,000V

f=175mA(E点に同じ)

ほ二=1,000V(C点に同じ)
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!Zr/j=2･5(Schade氏の図表Fig.6による)

∫=175×-J宏≡1=110mA
これらの数値によって描いたのがさきに示した第3図の

許容動作範囲である｡

弟8図の β-C 線の計算は(5)式において∫=1.2A

とすると

丁=0･185×1,200×coS~1㌢mA

で行われる｡これとA一月線のア=215mA とから策

4図が得られる｡

陽極直列抵抗の計算でほん=5.45A に相当する管内

圧降下を策10図の特性曲線の延長から求めると

且i=445V になるから,これらの値を(6)式に入れて

八･ ノJ′す∴百-445n
5,45

から計算できる,こうして描いたのが第5図である｡

〔ⅤⅠⅠ〕結

高真空整流管の最大定格を図

Fl

によって 現する方法

について考察した｡このような方法は,米国では以前か

ら行われているが,図 の作り方に一定の基準がなく,わ

が国ではほとんど行われていない｡ここでは日立2K12,

2K13などについて昭和29年以来用いてきた方法を

た｡この方法によると真空管の特性と最大定

べ

値とから

比較的簡単に許容動作範囲を表わす三つの図表を作るこ

とができる｡

またこのような図表を用いることによって,回路設計

の際に復雑な計算を行うことなく,真空管の動作を規定

された最大定格値内に保たせることができる｡この場合

フィルタの凹路定数および電源周波数に関しては直接考

に入れなくてよい｡しかし,陽樋底列抵抗の最小値が

規定されるので,竃圧変動 が惑くなるにもかかわらず

陽極国路に抵抗を附加しなければならない場合も起り得

る｡過渡尖頭電流を重視していることほこの方法の特長

の一つである｡

高真空整流管にほ短寿命のものが従来非常に多いが,

ここに述べたような図表による最大定格の表現が,高真

空整流管を正しく使うために少しでも役立つことになれ

ば幸いである｡終りにこの方法について御討論をいただ

いた日立製作所茂原工場の関係各位に厚くお礼を申上げ

る次第である｡
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弟7図で陽極電圧(この場合は交流入力電圧の正の都

分に等しい)が正弦波で,陽極

するとすれば

ed=Ecosβ

流がその3/2乗に比例

ね=g(Ecosの喜=∫cos喜〝………………(8)

TJ

㌃i号cos蔓批去0

=J-一評co批J諾0

(9),(10)から

〔ⅠⅠ〕(3)式の計算

上記(8),(9)から

∫=

1･634 となる｡

軋銅
2J言 2J汀

これに■動=へ/す烏を代入し

1.99テ=g■豆■蔓

が得られる｡

〔ⅠⅠⅠ〕第占図C点の陽極電流の波形率の計算

弟2図(C)において負荷抵抗が兵空管の 価抵抗に比

ベて十分大きいとすれば,陽極電流は交流入力

例して正弦波になると考えてよい｡

圧に比

ね=∫cos♂‥‖
………‥(12)

l

汀

ニ

ー
J
人
T
l

cosβdβ=

2c｡S2♂dβ=ユ
2

0

(13)･(14)から一子=1･571となる0
〔ⅠⅤ〕(5)式の計算

弟9図で管内 圧降下は交流入力電圧と直流出力電圧

との差になるから,

ed=且cos♂一旦=且(cos♂-COS¢)……(15)

ね=且E(COSβ一COS¢)毒

f=嘘(1→COS¢)蔓

から,id= COSβ【COS¢ (18)
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=0･185∫･¢

(第52貢より続く)

COS伊¶COS¢
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ここで(1)からヤ=~副丘=COS¢であるから
Tノー<▼J

0･185cos~1り

が得られる｡(19)式の積分は近似計算である｡

最近登録された日立製作所の特許および実用新案 (その2)




